
北海道・東北ブロック会議

「生涯現役の町づくり」をめざして
～検診推進体制「岩手町方式」の確立～

令和２年２月２５日（火）

岩手県岩手町健康福祉課



 

盛岡市

岩手町

岩手町の概況
R２．１．１ 現在

人 口 １３，１３７ 人

高齢化率 ３８．７ ％

世 帯 数 ５，４４８世帯

医療機関 地域診療センター １
内科・外科

開業医 １０

内科4・眼科1・脳外科2

婦人科1・泌尿器科1

整形外科1

歯科医院 ５

保健推進員

受け持ち世帯

１２４人
（一人当たり約４３.９世帯）

基幹産業 農業（米・野菜・畜産）



県名、郡名、町名が同じ
日本で唯一、岩手町だけ



ホッケーのまち

北上川の源泉

北緯40度のまち

彫刻のまち
岩手県内トップの総合野菜産地



健康福祉課長

健康推進係
・保健師５

・栄養士１

・嘱託看護師１

・臨時准看護師１

・一般事務嘱託員１

子育て支援係
・行政職２

・栄養士１

・保健師

・嘱託助産師１

福祉支援係
・行政職３

健康福祉課職員体制（令和元年度～）

課長補佐
（地域医療対策担当）

課長補佐
（保健師長兼健康推進係長）



【今日の内容】

Ⅰ これまでの取り組みについて

Ⅱ 岩手町の検診の特長

Ⅲ 検診の成果

Ⅳ 今後の課題



Ⅰ これまでの
取り組みについて



昭和58年 老人保健法の制定

各種がん検診等の受診率向上が課題

当時、岩手町は県内最下位グループ！！！

岩手町の検診受診率
実は最下位グループだった



老人保健法(昭和５８年)

受診率向上対策が課題

⇒そういわれても(戸惑い)

健康が大切なのに皆なぜ

受けないんだろう

１ 担当者(保健師)の意識の
変化

希望者が受ける検診
（昭和５０年代)

回覧板に受診申込者が記入し
申込を受け付ける

保健推進員を通じて

町民の本音を聞く
耳を持とう！！

町民の本音が対策の鍵

各種対策の推進

協 働
ヘルスプロモーション

の始まり



話し合いと試行錯誤から生まれた

「岩手町方式」の土台づくり

２ 保健推進員活動による
積極的な草の根活動の展開



保健推進員の意識の変化①

活動方法に悩む
↓

町民への声かけ
どうしたらいいか

行政との話合い
相互理解

↓
様々な対策

徐々に受診者が増加
喜びの声が届く

↓
やりがいに繋がる

活動が徐々に
認められる

↓
町長等行政及び
医療関係者の認知

↓
広報誌に掲載

町民が認知
↓

自治振興会や
町民の理解

↓
ますます

受診者が増える
↓

保健推進員
としての
やりがい



研修はグループワーク方式で、町民の本音を聞く機会を設けた。



見えてきた住民の本音・様々な声から
生活者としての視点が生かされた提案



①「なあに検診なんて・・・無関心」
⇒検診受診予定調査の実施（S６２年～）
受診予定調査の配布と回収は保健推進員の手で



②「今年は休む、来年受けるから」

⇒毎年受診者を増やそう

電算化を駆使した検診通知書の工夫

（S62年～電算化）



町の検診履歴を印字
保健推進員はそれをみて勧奨しやすくなった

【メッセージの主な種類】
・受診者：今年も検診を受け、健康管理に役立てましょう。
・２０歳：２０歳になった方に検診を勧めています。
・４０歳：４０歳になった方に検診を勧めています。
・６０歳：還暦を迎えた方に検診を勧めています。
・未受診者：この機会に健診を受け健康管理に役立てましょう。



③「検診当日忘れていた」という人に

⇒ 検診前夜対象地区を広報車で呼びかけ

（S６３年～１１年間実施）



④「お金がかかる、

家族全員が受けると馬鹿にならない」

検診料金個人負担の無料化の実現

（平成元年～）

⑤「仕事を休むと作業員全員休み、

私は重機のインストラクター」

事業所まわりで理解を求め、受診しやすい

環境づくり

⑥「保健推進員だけが地域で頑張っても・・・

健診や健康づくりは地域ぐるみで」

モデル地区による草の根保健活動の実施



保健推進員の意識の変化②

活動方法に悩む
↓

町民への声かけ
どうしたらいいか

行政との話合い
相互理解

↓
様々な対策

徐々に受診者が増加
喜びの声が届く

↓
やりがいに繋がる

町長等行政及び
医療関係者の認知

↓
広報誌に掲載

町民が認知
↓

自治振興会や
町民の理解

↓
ますます

受診者が増える
↓

保健推進員
としての
やりがい

保健推進員の任期を２年から３年に延長
不安の1年 わかった2年 納得の3年



消極的な

受診行動

（勧められる
と受ける）

３ 町民の受診行動の変化

積極的な
受診行動

なかなか
受診行動に
至らない

拒否的

保健推進員は町民と行政とのパイプ役！
町民の声を聞き、行政に伝え、共に考える(参画)



「病気が進行してから見つかっても

検診の意味がない」

行政と医療機関の連携会議

「岩手町検診推進委員会」の設立

（昭和62年4月）

４ ある医師のつぶやきから



検診推進委員会
年２回開催（検診の評価と次年度方針決定)



①受診率向上対策の検討
「夜の健康講座」

②精密検査実施体制の構築

③検診結果の評価と次年度の検討

（年2回 8月と2月実施）

岩手町検診推進委員会の
果たした役割





胃ガン検診・受診率の推移
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さまざまな活動と検診受診率の推移

電算化

検診無料

夜の健康講座

広報

検診推進委員会

保健推進協議会



①検診推進システム

「岩手町方式」の確立

②検診料金自己負担の無料化

③高い検診受診率

Ⅱ 岩手町の検診の特長



①検診推進システム
「岩手町方式」の確立



電算

システム

関係機関と共に構築した
検診推進システム「岩手町方式」

町内医療機関
検診推進委員会
（S62.4月設立）

保健推進員協議会
（S62.2月設置）

自治振興会など
地区組織

保健師等
保健課職員



方針決定

大腸がん検診用容器の配布と
回収（保健推進員）

大腸がん検診一次検診
(県立沼宮内病院)

岩手町における集団検診のシステム

下部組織
の活動

胃がん一次検診
（対がん協会の集団検診）

一次検診

検診推進委員会（協議検討･評価）

保健推進員（教育･研修）

受診予定調査と検診の勧奨・個人通知書の配布など（保健推進員）

基本健康診査
肺がん、子宮がん、
乳がん一次検診

【県立沼宮内病院を中核とした検診体制】　　　　　【その他町内医療機関での検診体制】



精密検査の通知

精密検査未受診者

治療 異常なし

事後整理
精密検査未受診者の把握と受

診勧奨

次年度
集団検診

岩手町における集団検診のシステム

精密検査受診者の把握（結果報告書による受診確認）

精密検査

経過観察

集団検診対象者 医療機関における治療者

精密検査の受診（各医療機関）

要精密検査者の精密検査説明会・精密検査日の予約
（会場：県立沼宮内病院）



地域・行政・保健推進員・医療機関
等が一体となり進めている「岩手町
方式」

関係機関の連携により高い受診率を
保ち、病気の早期発見・早期治療に
大きくつながっている。

岩手町の検診体制について



②検診料金自己負担の無料化



検診名 対象年齢など 検診委託料

特定健診 40歳～74歳 9,018円

肝炎ウイルス検査
40歳以上で肝炎ウイルス検査を受け
たことのない人

セット2,700円
単 独3,477円

胃検診 40歳以上 5,400円

肺検診 40歳以上 1,728円

大腸検診 40歳以上 1,742円

前立腺がん検診
40歳以上男性 セット1,620円

単 独2,397円

子宮がん検診 20歳以上女性 6,696円

乳房検診
40～64歳女性 4,536円

65歳以上女性 4,212円

生活習慣病予防健診 35歳～39歳 9,018円

令和元年度検診委託料（税込）



令和元年度 各種検診委託料等
約７,000万円

４０歳の人が対象となる検診を受けた場合の料金



③高い検診受診率



平成28年度各種がん検診受診率



特定健診受診率の推移
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Ⅲ 検診の成果



１ 病気の早期発見

年度 人数 大腸がん 胃がん 乳・子宮がん 前立腺がん その他

21 18 2 4 2 7 3

22 37 3 6 2 21 5

23 18 2 1 2 9 4

24 37 8 6 4 15 4

25 31 11 3 3 14 0

26 24 3 3 6 6 6

27 15 2 0 3 8 2

28 17 0 3 7 5 2

29 13 0 2 2 7 2

30 21 5 2 2 8 4

合計 231 36 30 33 100 32



担当者の意識が変わった

参加者の意識が高まった

地域に定着し、自分たちの力で運営

健康づくりが地域づくりへと発展

２ 行政・保健推進員・町民等の
意識の変化



平成18年度岩手町が受賞
大腸がん検診等各種検診受診率

向上対策が認められた



１ 若年者の受診率が低い

２ 検診受診者の固定化が見られる。

３ 検診によるがん発見者のうち、約

2割が初回受診者である。

４ 検診要精密検査受診率が60～90％

の状況にある。

Ⅳ 課 題



道の駅「石神の丘」
令和２年７月 18周年



B級ご当地グルメ
「いわてまち焼きうどん」

キャベツ焼酎
「キャベ酎」

キャベツ専用ドレッシング

ブルーベリーワイン
「ルルとリリ」



令和2年度
石神の丘美術館リニューアルオープン



ご清聴ありがとうございました。

ブルベリーナ

たまなぼうや


